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 支　援　者�
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N　P　O 
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■NPOの組織(非営利組織＝非配当)

■企業の組織(営利組織＝配当をめざす)
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活　動　者�
（第3の顧客）�



□ 自分の所属している団体について、わかりやすく伝えることができる

● 団体のミッション

● 事業内容

● 設立経緯

● 組織規模（有給スタッフ数、ボランティアスタッフ数、財政規模など）

● 会員制度と会員数

● 代表者名、理事数、理事名

● 団体の連絡先（住所、電話番号、FAX番号、e-mail、URL）

□ 自分が組織でどんな役割を果たしているか簡略に話すことができる

□ 自分の所属している団体がいま、最もPRしたいことを話すことができる

□ NPOについて尋ねられた時、相手に合わせて、正しく･わかりやすく説明ができる

□ ボランティア･NPO・NPO法人の違いについて正しく･わかりやすく説明ができる

〈団体のパンフレット、名刺、イベントチラシ、パソコン、携帯電話〉
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広報の�
黄金の三角形�
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性別

団体・個人

年代

活動経験の有無

職種

活動年数

既婚・未婚

興味のある分野

居住地

活動分野

家族構成

行動派・学究派

年収

※ほかにも、広報の目的や内容によって追加する項目はいろいろあります。

広報の開始は？

開催日時は？

内容（メッセージ①）は？ 目的（メッセージ②）は？ 媒体は？ 組織体制は？ 予算は？ 参加費は？

開催場所は?  地図は? 主催者の正体は? ターゲット（対象者）は？

□開催日（月日、曜日）

□終了時刻

□参加費の有無・参加費

□申し込みの有無（〆切）

□協力･協賛・後援

□地図

□開催場所

□タイトル

□主催

□申込書

□ゲスト･講師

□定員（先着・抽選）

□開始時刻（開場時刻）

□内容

□主催者連絡先

□申込み要件

□開催場所連絡先

□目玉となるもの
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この文章を読んで、何か気づいたことはありませんでした

か？そうです、文中のところどころが太字になっている点

です。このように、強調したい箇所の文字を太くしたり、字

体を変えることにより、伝える工夫をすることもできます。



達成目標はなにか
（参加人数、売上、参加者満足度など）

達成できたかどうか
（数量判断、状況を分析した判断など）

達成できた理由

達成できなかった理由

3の改善点

予想以上にうまくいったこと

その理由

予想よりうまくいかなかったこと

その理由

8の改善点

次回からの広報方針
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…広報計画の６Ｗ２Ｈを文書にした企画書を必ず作る。
企画実施の途中やトラブルが起きた際、企画書に戻ると解決の糸口が見えてくる。

…広報は伝えたい相手に届けるメッセージ。いわば、ラブレターのようなもの。
相手のことをいろいろ調べたり、想像して、考える。

…広報の極意は、狭く深く。目的に合わせて特定の人に伝える。

…企画書にある広報計画と現状の状況確認など、客観的な広報のタイミングと、
臨機応変でタイムリーな広報のタイミングを忘れない。

…効果的なタイトルやキャッチコピーを考えましょう。１～２案だけというのは厳禁。

…無料でできる効果的な広報戦略がマスコミの活用。
地元紙やフリーペーパーの担当者の名前と連絡先をしっかり押さえる。

…とにかくマメに、毎回ニュースになる情報を発見してマスコミやホームページで情報を提供する。

…文字が多いNPOのチラシの中で、効果的なのが空白スペース。
伝えたいことがいっぱいでも、それを整理して情報を届ける意識改革を。

…無意味なアンケートが多い。アンケートの設問の組み立て方次第で重要な情報が引き出せる。
また、せっかく取ったアンケートの分析もお忘れなく。

…そうなんです。最初の広報はまず組織内から始まります。
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設立の経緯：1990年代半ば以降、仙台市民と自治体の双方によってNPO支援の動きが

始まる。市民側の動きとして「仙台NPO研究会」（1994年設立）「市民活動 地域支援シ

ステム研究会・仙台委員会」（1995年設立）が中心となり、「NPOフォーラムin東北」を開

催（1995年）。その後センダードワーク ショップ・センダードサロン、「杜の伝言板ゆるる」

が誕生。いくつもの市民活動団体がかかわりながら1997年11月当センターが誕生した。

目的：私たちの暮らす仙台・宮城の地におけるNPO（民間非営利組織）活動の発展をめ

ざし、地域における民間支援組織として、幅広く地域や分野を越えたNPOの活動基盤強

化をはかり、企業や行政とのパートナーシップの形成を促進し、もって市民社会の発展に

寄与することを目的とする。

コピーライター・プランナーとして活動後、
1995年より「市民活動地域支援システム
研究会」へ参加。その後、NPO法成立な
どドラマティックなNPOの現場を体験、現
在に至る。米、日本酒、ワインづくり経験
あり。好きな作家は、池澤夏樹。動物占
いは、ペガサス。「キャッチフレーズの100
本ノック運動」推進中。


